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　Dokkyo	Journal	of	Medical	Sciences	Vol.	39,	No.	2（獨協
医学会雑誌	第39巻2号）をお届け致します．本号には，3編
の原著論文（英文1編）と3編の症例報告（英文1編）の計6
編の論文と平成23年12月3日に開催された第39回獨協医学
会において発表された演題の抄録が掲載されています．特に
獨協医学会の演題の抄録は，会員の皆様にとりましては，各
講座の活動状況をうかがい知ることができる内容であると思
います．さて，誠に僭越ながら，運営委員会の委員の皆様の
ご賛同を頂き，引き続き本誌の編集長を務めさせて頂くこと
になりました．副編集長には，熱帯病寄生虫病室の千種先生
に就任して頂きます．何卒よろしく御支援下さいますようお
願い致します．
　私が関係している学会におきましても， 英文の学会誌に
impact	 factor（IF）が付くようにして，IFを上げるのに力
を注いでいる学会が見受けられます．そして，「DJMSもIF
があれば」というご意見をうかがうこともあります．IFを
有するためには年に6号を発刊する必要がありますが，現状
の英語論文の投稿数では大幅に少ないことが明らかであり，
かなえるのは難しいように思われます．しかし，本学には基
礎と臨床を合わせ40以上の講座があり，越谷病院と日光医
療センターも加え，各講座が2年に1編の英語論文を投稿し
て頂ければ，必要数に達する計算になります．それでも，計
算通りの数の英語論文が集まるか疑問に思われる節もあるか
もしれませんが，必ずしも原著研究論文に限らず，例えば各
講座で指導的な立場にある方は毎年10編以上の総説を依頼
され執筆しておられることと思いますが，その中の話題を1
つ英文にして頂くのは，それほど難しいことではないと思わ
れます．また，臨床の診療科における症例検討会（CC）で
使用されたプリントやPowerPointファイルからCase	
Reportの英文原稿を作成することも考えられます．各講座
が2年に1度そのような労をとって頂ければDJMSのIFを維
持することが可能な計算になります．
　特にCase	Reportの論文は引用されることが少ないため，
IFを上げるのに力を入れている雑誌では敬遠されがちな傾
向がありますので，掲載の場が十分でない状況です．そして，
IFがあれば学内，国内に加え，中国やトルコなど研究論文
が急増している国々からの投稿が増えることが予想されま
す．また，DJMSは必ずしもIFを上げることに躍起となる
ことはせず，広く医学研究や臨床症例の経験を論文として形
に残すことを主眼とすることで十分な存在価値を有すること
になると思います．
　とはいうものの，これを実現するのは決して簡単なことで
はなく，雑誌の発刊費用が増え，獨協医学会の財務に負担と
なり，また，編集に要するマンパワーも増え，現在の体制を
大幅に強化しなければいけないことが必須です．また，うま
く立ち上がったとしても，それを維持していくのも相当な労
力を要することと思われます．
　以上，遠い道かもしれませんが，少しでも会員の皆様のご
期待に添えるよう努力していく所存ですので，よろしく御支
援下さいますようお願い致します．	 （石光俊彦）
編 集 後 記
